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タイプを見極め、書いてみる！

定番ものからウワサの新傾向問題まで。
Chapter  3 解答例

ver.2

タイプ

『 ココがスタートだ！ 今どきの小論文』

最初と最後の段落で結論を述べることで（双括型）、
論理的かつ説得力のある構成になっている。

資料を読み取って分析した結果から、
自分の考えを導き出している。

現代社会の課題を示しつつ、
今後の展望を述べている。

妻
が
専
業
主
婦
の
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
育
児
の
協
力
に
つ
い

て
、
夫
婦
間
の
分
担
の
認
識
の
差
を
小
さ
く
し
、
い
ま
だ
日
本
に

根
強
く
残
っ
て
い
る
男
性
優
位
の
風
潮
を
な
く
す
こ
と
が
、
現
在

の
状
況
を
改
善
す
る
第
一
歩
に
な
る
と
私
は
考
え
る
。

表
の
平
成
八
年
と
平
成
二
十
八
年
を
比
べ
る
と
、
ど
ち
ら
の
世

帯
で
も
妻
の
家
事
時
間
は
減
少
す
る
一
方
、
育
児
の
時
間
は
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
夫
の
家
事
・
育
児
の
時
間
は
増
加
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
話
文
か
ら
は
夫
が
仕
事
を
優
先
し

妻
が
比
較
的
大
き
な
比
重
で
家
事
や
育
児
を
担
っ
て
い
る
現
状
が

見
え
て
く
る
。
こ
の
二
十
年
間
で
夫
が
家
事
・
育
児
に
携
わ
る
時

間
は
増
え
て
い
る
が
、
妻
の
育
児
時
間
は
減
っ
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
、
会
話
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
家
事
や
育
児
の
分
担
の
比

重
に
つ
い
て
、
夫
婦
間
で
認
識
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
の
背
景

に
、
日
本
古
来
の
男
性
優
位
の
考
え
方
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

出
産
は
女
性
だ
け
が
体
験
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に

男
性
は
女
性
と
比
べ
、
親
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
を
も
ち
づ
ら
い

と
い
う
。
男
性
に
も
早
く
か
ら
親
に
な
る
自
覚
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
、
夫
婦
一
緒
に
受
け
ら
れ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
教
室
」
を
土
曜
日

な
ど
の
休
日
に
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
と
、
先
日
新
聞

記
事
で
読
ん
だ
。
専
用
の
ベ
ル
ト
を
身
に
つ
け
て
妊
婦
の
不
自
由

さ
を
疑
似
体
験
し
た
り
、
乳
幼
児
の
お
む
つ
交
換
や
離
乳
食
作
り

を
実
践
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
夫
が
妻
の
大
変
さ
に
気
づ
き
、
家

事
や
育
児
へ
の
参
加
率
が
上
が
る
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
夫
婦

間
の
家
事
・
育
児
に
対
す
る
認
識
の
差
を
埋
め
る
こ
と
で
、
よ
り

公
平
な
分
担
が
実
現
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
夫
婦
間
の
認
識
の
差
を
小
さ
く
し

て
い
く
こ
と
が
、
専
業
主
婦
家
庭
の
家
事
・
育
児
協
力
体
制
の
改

善
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
の
実
現
に
は
、
政
府
や
自

治
体
、
企
業
の
積
極
的
な
支
援
も
欠
か
せ
な
い
。
男
性
の
育
児
休

暇
取
得
の
促
進
や
、
子
育
て
世
帯
の
時
短
勤
務
の
推
進
な
ど
、
子

ど
も
が
い
て
も
働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

図
表
・
デ
ー
タ
＆
会
話
文
型
小
論
文
（
p. 

112
～
）

※
別
の
原
因
を
取
り
上
げ
て
書
く
場
合

4

、

新聞記事から得た情報を
もとに考察している。


